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＜事例検討＞

古村優子様（33）統合失調症　デイケア利用：Ｈ23.2.7～

検討内容
今後のデイケア利用の方向性（長期目標：就労）

現状
· デイケア利用は週2日（月・水）だが、3/2からご家族の送迎の都合や、デイケアでの過ごし方への不満から利用日を週1日としたいと希望あり。

· デイケアについて「物足りない」と発言あり、空いている時間を持て余している様子で、「何かをしていないと落ち着かない」と話されている。

· 落ち着かない原因としては、以前就労していた状態に早く戻りたいという焦りが予想される

· 発病前は空き時間が気になるような事は無かったと振り返っている

· デイケアで過ごしている間に、自分から他者と交流を持つ様子は無い

· 本人と話をするが、なかなか話が噛み合わす、今後の方向性のすり合わせが出来ない状態

病気について
・担当医から説明受けており、服薬と生活管理の必要性を伝えている

今後の施設利用
本人からうみねこ幸房の利用希望聞かれており、週2日での利用を担当医も許可している。見学も行なっており、4月から体験利用を始めたいと希望されている。

今後のデイケア利用の方向性
· デイケアの中で行なっていく事を明示できるようにする

· 段階的に目的を達成し、本人の目標に近付ける為の関わりを設ける

· 本人の話を引き出す為に、関わる人を変えるなど、話しやすい人を設定する

· 自分の意志を伝えようとしない様子から自閉的な感じを受ける。言語的な自己表現を出来るように介入していく

＜業務改善＞

○プログラム検討

· 企画案を作成中。来週提出予定

· ４月分のプログラムテキストと、予定表入力を本日中に実施する事

○環境整備

· 持ち主不明の靴を3階に保管。メンバーから問い合わせがあった場合には、3階にて確認する

○新書式検討

　　・提出していた稟議書の、根本から見直し・作成作業中

＜連絡事項＞

· 本日の夕食から、主食が粥ではなく常食としての提供が可能。メニューは通常とは変更して提供していく

· 本日の夕食に魚が提供されるが、骨が残っている常態のため、摂取時に気をつけるように

· 今後の青陽館での入浴は、午後から湯を溜めて利用を再開していく

· 本日13：30～巴勇樹様の地域復帰支援検討会実施（参加：川井）。3/19退院予定

· 小坂君子様の退院予定が、3/25から延期。予定されていたご家族の主治医面談は中止となっている。今後のデイケア見学は、自身による疲労から3/23まで休みたいとの情報あり。

· 宮陽子様の退院予定が、3/21から延期。今後の予定は未定

＜利用者様情報＞

浅坂　政美様～昨日のプログラム実施中に転倒あり、右腰部を強打したと報告。起き上がり困難なことから、市民病院へ救急搬送され、検査の結果右大腿骨転子部骨折と診断。手術が必要との事で、そのまま市民病院入院となり、デイケア退所となっている。

種本　サハ様～昼食時に簡易食品のご飯を温める為に１階へ下りているが、スタッフから温めなくても良いと怒られ、加熱できなかったと訴えあり。実際には、ご飯は温めて2階へ戻っており、本人が訴えているような発言をしたスタッフもいない。

＜外来情報＞

本日受診患者様の特記事項なし

